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　新型コロナウイルスが子どもたちの活
躍の場をことごとく奪った令和２年――。
今年度は、さまざまな感染予防対策がお
こなわれ、島根県大会が開催されました。
大田市大会を勝ち抜いた選手が、全国大
会につながる中国大会の出場を目指し、
大活躍しました。

おおだっ子

躍動

　「こんなに多くの生徒が中国大会に出
場した年は、記憶にない」（学校教育課）。
特に決勝戦を戦ったバレーボール女子の
二中・一中、軟式野球の二中・一中、そ
してソフトテニス女子の個人戦で一中勢
が上位で対戦したほか、さまざまな競技
で優秀な成績を収めました。

島
根
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
女
子

☆
二
中　

優
勝　
　

☆
一
中　

準
優
勝

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
女
子

・
団
体　

一
中　

ベ
ス
ト
４

・
個
人

☆
森
山
音お

と

羽は

③
・
行ゆ

き

田た

理
佐
子
②
（
一
中
）
２
位

☆
果
瀬
暖は

る
か花
③
・
高
野
愛あ

未み

②
（
一
中
）
３
位

☆
佐
和
南み

な
み美
③
・
杉
谷　

皐こ
う

②
（
一
中
）
３
位

【
柔
道
】

・
男
子
団
体　

西
中　

ベ
ス
ト
８

・
男
子
個
人

☆
60
㎏
級　

岩
谷
奏そ

う

汰た

（
西
中
③
）
２
位

　

66
㎏
級　

杉
谷
悠
介
（
一
中
③
）
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　

黒
木
千ち

陽は
る

（
西
中
③
）
ベ
ス
ト
８

73
㎏
級　

鍋
田
倫
太
郎
（
西
中
③
）
ベ
ス
ト
８

81
㎏
級　

益
田
杏あ

ん

侍じ

（
三
中
①
）
３
位 

90
㎏
級　

川
上
豪ご

う

大だ
い

（
一
中
②
）
３
位

・
女
子
団
体　

西
中　

ベ
ス
ト
８

・
女
子
個
人

☆
52
㎏
級　

岩
谷
奈
央
（
西
中
②
）
２
位

　
　
　
　
　

和
上
来く

る

実み

（
西
中
③
）
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　

笠
松
奈
々
（
西
中
③
）
ベ
ス
ト
８　

63
㎏
級　

原
田
萌め

衣い

（
西
中
③
）
３
位

【
剣
道
】
男
子

・
団
体　

一
中　

ベ
ス
ト
８

・
個
人

☆
石
賀 　

仁じ
ん

（
一
中
③
）
ベ
ス
ト
８

【
卓
球
】
女
子　

・
団
体　

一
中　

ベ
ス
ト
８

島
根
県
大
会
成
績
（
ベ
ス
ト
８
以
上
）

（
○
内
数
字
は
学
年
、
☆
印
は
中
国
大
会
出
場
）
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【バレーボール／二中】◇練習してきたことをすること
ができた。一中との決勝戦は予想どおり。いつもどおり、
市総体のようにやろうと声をかけあった。２セット目を
取られたが、切り替えて戦うことができた☆全国大会へ
行けるベスト３を目指して頑張る

【バレーボール／一中】◇みんなが緊張。自分たちの力
が出せるか不安があった。やっていくうちに一つにまと
まり、一戦一戦勝ち進んでいくことができた。準々決勝
で１セットを取られ、そこからみんなの本気が見え、勝
利につながった。二中戦（決勝）は、ずっとやってきた
ライバルだから、楽しみでもあった。市総体では負けた
から、勝ちたいと思い、戦った☆県外のチームは分から
ないが、自分たちのバレーの力を発揮できるように頑張
りたい 

【柔道／岩谷奏汰】◇自分がやってきたことを出し切る
ことができた☆最後の試合になる。全力を出し、３位以
内に入りたい

【柔道／岩谷奈央】◇自分から技をかけられなかった☆
いろいろな技をかけ、一回戦突破を目指したい

【ソフトテニス／森山・行田】◇準決勝は一中同士の対
戦で、よく知っている相手だからやりにくさもあった◇
お互いによく知るペアとの対戦が多く、難しかった☆一
中の代表であり、島根県の代表。普段から大切にしてい
ることを守りつつ、たくさん挑戦していきたい☆県外の
試合では勝てていない。県大会で意識したことや大切に
していることを意識し、自分らしさを発揮できるよう頑
張りたい

【ソフトテニス／果瀬・高野】◇暑い中、体調管理が大
変だった。サポートしてくれた人達のおかげで、自分の
精一杯のプレーができた。一中同士の対戦（準決勝）は、
負けることが多かったが、勝ちたい相手でもあった。ずっ
と一緒に練習してきたから、お互い悔いがないように頑

張れたらよいと思い戦った☆他県のチームも勝ち上がっ
てきた代表。みんな強いと思うが、自分が練習してきた
ことを全力で出し切りたい

【ソフトテニス／佐和・杉谷】◇ベスト８になったらい
いねと臨み、ベスト４になれた。まだ、実感がない◇２
試合目は危なくて、緊張した☆初めてで緊張すると思う
が、自分がしてきたことを発揮したい☆県内よりレベル
が上がるが、立ち向かっていきたい

【剣道／石賀】 ◇人が多くて最初は緊張したけど、後悔
がないよう楽しく戦い、中国大会の出場権を得られて良
かった☆後悔のないよう楽しみたい

【陸上／井戸】◇自己ベスト（13秒46）を出すことができた。
緊張したが、ほかの選手と話をしたら、緊張がほぐれた
☆13秒４を切れるように頑張りたい 

【体操／串﨑】◇ 中国大会につながるから緊張したが、
自分なりにリラックスして楽しく演技ができた☆２年生
だから、来年もチャンスがある。大きな大会でものびの
び演技ができるよう頑張りたい

【野球／一中】◇１回戦から焦る試合になった。それを
勝てたことで、守備、攻撃をしっかりプレーすることを
心掛けた。二中との決勝戦は集中力に欠けていた。最後
まで集中し、自分たちの野球ができるようにしたい☆失
敗を恐れず、全力で積極的なプレーを心掛け、野球がで
きる感謝の気持ちをもって、自分たちの野球を貫いて優
勝したい

【野球／二中】 ◇自分たちは島根県１位、県では負けて
はいけないというプレッシャーがあった。優勝でき、ほっ
とした。決勝の相手（一中）とは、何度も対戦。よく分
かっているからこそ、攻略方法を考え戦った☆簡単に勝
ち上がれる試合はない。一戦一戦勝ち進んで、優勝を目
指したい

（県大会は７月下旬、中国大会は８月上旬に開催）

【バレーボール】
・予選リーグ
　二中（２勝Ａゾーン１位）・一中（１勝１敗・Ｄゾーン２位）
・決勝トーナメント１回戦
　二中　０－２　岡山理大付（岡山）・一中　０－２　就実（岡山）

【柔道】　男子60㎏級　岩谷奏汰　３位
【体操】　男子個人総合　８位
　　　　種目別　ゆか１位・鉄棒８位　串﨑日向

【軟式野球】　
・１回戦　一中　10－３　吉田（広島）　　６回コールド
・２回戦　一中　12－２　連島南（岡山）　５回コールド
　　　　　二中　８－１　周陽（山口）　　５回コールド
・準決勝　一中　２－３　藤山（山口）
　　　　　二中　14－２　向陽（広島）　　５回コールド
・決　勝　二中　６－１　藤山（山口）
　優　勝　二中（全国大会出場）・３位　一中

中国大会☆結果（ベスト８以上）

　中国大会への出場を決めた選手の皆さんに「県大会を振り返る（◇）」とともに、
「中国大会に向けた抱負（☆）」を聞きました。　

【
陸
上
】
女
子

☆
１
年
１
０
０
ｍ　

井
戸
風ふ

和わ

里り

（
二
中
①
）
２
位

【
体
操
】
男
子

☆
個
人
総
合　

串
﨑
日ひ

ゅ
う
が向

（
一
中
②
）
３
位

【
水
泳
】

・
男
子

４
０
０
ｍ
自
由
形　

岡
田　

柊し
ゅ
う

（
二
中
①
）
６
位

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ　

才
峠
恒こ

う

陽よ
う

（
一
中
②
）
７
位

・
女
子

８
０
０
ｍ
自
由
形　

三
谷
夏
海
（
二
中
③
）
４
位

４
０
０
ｍ
自
由
形　

三
谷
夏
海
（
二
中
③
）
６
位

４
０
０
ｍ
自
由
形　

石
川
陽ひ

菜な

（
二
中
①
）
７
位

島
根
県
中
学
校
優
勝
野
球
大
会

☆
二
中　

優
勝　

☆
一
中　

準
優
勝
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写真／保護者提供　　11月号でもお伝えします。

【２回戦】　陽西（関東・栃木）
　３回裏、１番山崎選手のタイム
リーヒットで１点を先制、６回裏に
も１点を追加。チャンスを確実にも
のにし、勝部投手が被安打１、６奪
三振を奪う好投で、相手打線を完封。
２対０で初戦を勝利で飾りました。

【準々決勝】　海星（東海・三重）
　大谷投手が被安打２無四球の好
投。１対１でタイブレークに入った
延長８回表、１点勝ち越しを許すも、
その裏５番知野見選手の２点逆転サ
ヨナラタイムリーヒットで熱戦に終
止符。３対２で勝利を手にしました。

【準決勝】　丸亀東（四国・香川）
　２対２の同点で迎えた５回裏、４
番竹下選手、６番小倉選手のタイム
リーヒットで２点を勝ち越す。勝部
投手から大谷投手へのリレーで、４
対２で勝利しました。

【決勝】　上一色（関東・東京）
　息詰まる投手戦の中、４回表、５
番知野見選手のタイムリーヒットで
１点を先制、７回表、９番月森選手
のタイムリーヒットで貴重な追加点。
チャンスを確実にものにし、小倉投
手が被安打３無四球の好投で相手打
線を完封、２対０で勝利し、日本一
の栄冠に輝きました。

二　中
野球部

日本一への道のり
　

第
二
中
学
校
野
球
部
（
植
田
敬

一
朗
監
督
・
知
野
見
蒼
太
主
将
・

33
人
）
は
、
島
根
県
大
会
・
中
国

大
会
を
優
勝
で
勝
ち
上
が
り
、
８

月
21
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
千
葉

県
で
開
催
さ
れ
た
令
和
３
年
度
全

国
中
学
校
体
育
大
会
・
第
43
回
全

国
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
全
国
の
各
地
区
を
勝

ち
上
が
っ
た
25
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

二
中
は
２
回
戦
か
ら
登
場
し
ま
し

た
。

　

中
国
地
区
代
表
と
し
て
、
堂
々

の
戦
い
ぶ
り
を
見
せ
、
強
豪
校
を

相
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
選

手
が
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

平
常
心
で
見
事
栄
冠
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

悲
願
の
日
本
一
に

　

こ
れ
ま
で
島
根
県
勢
は
３
位
が

最
高
で
、
全
国
制
覇
は
山
陰
勢
と

し
て
も
初
の
快
挙
で
す
。
山
陰
中

央
新
報
社
は
い
ち
早
く
号
外
を
発

行
し
、
市
内
の
店
舗
で
配
布
し
た

ほ
か
、
市
役
所
本
庁
舎
に
は
、
こ

の
快
挙
を
祝
う
懸
垂
幕
が
掲
げ
ら

れ
、
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
全
国
大
会
出
場

は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
出
発
２
週
間
前
か
ら

の
感
染
防
止
対
策
の
強
化
や
徹

底
、
本
来
ベ
ン
チ
入
り
で
き
る
選

手
枠
18
人
に
対
し
、
12
人
の
参
加

で
臨
み
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、

戦
い
抜
き
ま
し
た
。
現
地
で
の
応

援
も
チ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
担
う
保
護
者
に
限
ら
れ

る
な
ど
、
通
常
と
は
異
な
る
環
境

で
の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、

大
田
市
へ
帰
着
し
た
後
は
、
外
出

自
粛
期
間
を
挟
ん
だ
２
回
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
施
し
た
後
、
学
校
に

登
校
す
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
栄
冠
は
、
多
く
の
関
係

者
の
皆
さ
ん
や
力
を
磨
き
合
っ
た

チ
ー
ム
の
存
在
が
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜

び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
二
中
野
球
部
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
６
０
）
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令
和
２
年
度
の
大
田
市
25
歳
同

窓
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
12

月
の
開
催
を
延
期
し
、
８
月
14
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
生
の
転
機
と
さ
れ
る
25
歳
が

集
ま
り
、
同
窓
会
を
し
な
が
ら
、

大
田
の
将
来
や
故
郷
と
の
関
わ
り

を
考
え
て
も
ら
う
機
会
に
し
よ
う

と
平
成
30
年
か
ら
開
催
。
地
元
に

住
む
対
象
者
が
実
行
委
員
と
な

り
、
運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
実
行
委
員
が
市
役
所

に
集
合
。
参
加
者
を
映
し
出
す
モ

ニ
タ
ー
画
面
と
と
も
に
「
大
田
」

ず
く
め
の
ゲ
ー
ム
や
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
楽
し
み
、
大
田
を
感
じ

る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
25
歳
同
窓
会
は
、
12

月
30
日
を
予
定
。
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
が
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
定
住
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
２
）

　

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
（
新
潟
県
・
８
月
９

日
～
）
に
出
場
す
る
串く

し

﨑ざ
き

日ひ
な
せ生
さ

ん
（
大
社
高
３
年
）
が
８
月
２
日
、

市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
体
操
を
続
け

る
串
﨑
さ
ん
。
市
長
は
「
大
田
に

は
練
習
環
境
が
な
い
中
、
よ
く

や
っ
て
こ
ら
れ
た
」
と
感
心
し
、

「
全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

串
﨑
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
の
応
援

に
対
し
、「
演
技
で
感
謝
を
伝
え

た
い
。
他
県
の
選
手
は
強
い
が
、

圧
倒
さ
れ
ず
に
今
で
き
る
自
分
の

演
技
を
精
一
杯
や
り
た
い
」
と
決

意
を
語
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
76
回
国
民
体
育
大
会

に
も
出
場
が
決
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
開
催
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
緑
と
水
の
連
絡

会
議
」（
高
橋
泰
子
理
事
長
）
が
、

令
和
３
年
度
地
域
環
境
保
全
功
労

者
と
し
て
環
境
大
臣
表
彰
を
受

賞
。
８
月
６
日
、
そ
の
報
告
の
た

め
、
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

緑
と
水
の
連
絡
会
議
は
、
平
成

４
年
に
設
立
。
三
瓶
山
を
中
心
と

し
た
希
少
な
動
植
物
の
保
全
活
動

な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
島
根
県
希
少
野
生
動
植
物
の
保

護
に
関
す
る
条
例
に
指
定
さ
れ
る

ダ
イ
コ
ク
コ
ガ
ネ
や
ウ
ス
イ
ロ

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
の
生
育
環
境

の
保
全
と
保
護
巡
視
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
や
学
校
と
連
携
し
、

川
に
住
む
生
き
物
を
観
察
す
る
環

境
学
習
や
姫
逃
池
で
外
来
種
を
除

去
し
、
在
来
種
の
カ
キ
ツ
バ
タ
を

保
護
す
る
環
境
保
全
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

高
橋
理
事
長
は
「
地
域
の
人
た

ち
に
、
こ
の
会
の
活
動
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
活
動
の

輪
の
広
が
り
を
感
じ
て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

串
﨑
日
生
さ
ん
（
器
械
体
操
）

小
島　

咲
さ
ん
（
珠
算
競
技
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
第

68
回
全
国
高
等
学
校
ビ
ジ
ネ
ス
計

算
競
技
大
会
（
出
雲
市
・
７
月
23

日
）
に
出
場
し
た
小
島
咲
さ
ん

（
邇
摩
高
２
年
）
が
、
８
月
６
日
、

市
長
に
大
会
結
果
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

小
島
さ
ん
は
福
祉
系
列
で
学
ん

で
い
ま
す
が
、
小
学
生
か
ら
珠
算

を
始
め
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
同
好

会
と
し
て
大
会
に
参
加
。
こ
の
日

は
競
技
を
実
演
し
、
円
だ
け
で
な

く
、
ド
ル
や
ユ
ー
ロ
を
単
位
と
す

る
計
算
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
上
位
入
賞
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、「
緊
張
に
よ
る

ミ
ス
が
多
か
っ
た
。
手
を
滑
ら
か

に
動
か
し
、
ミ
ス
を
な
く
し
た
い
」

と
、
早
く
も
来
年
に
向
け
た
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

大田市出身の26歳が
ともに大田を思う

活
躍
を
祈
り
激
励
金
を
贈
呈

これまでの活動を市長に報告しました

緑と水の連絡会議の高橋理事長（右）と和田
譲二事務局長（左）

希少動植物の保全に取り組む

環境大臣表彰を受賞
ＮＰＯ法人緑と水の連絡会議



広報おおだ　Ｒ3（2021）9.16 6

　

次
の
要
件
を
備
え
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

▽
平
成
15
年
10
月
18
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
（
投
票
日
に
お
い
て
、

満
18
歳
以
上
の
人
）

▽
10
月
９
日
現
在
で
、
３
か
月
以

上
、
大
田
市
内
に
居
住
し
て
い

る
人
（
令
和
３
年
７
月
９
日
ま

で
に
転
入
届
を
提
出
し
、
引
き

続
き
居
住
し
て
い
る
人
）

※　

投
票
日
の
10
月
17
日
ま
で
に

市
外
へ
転
出
す
る
人
は
、
投
票
所

入
場
券
が
届
い
て
も
投
票
日
に
投

　

投
票
所
は
、
市
内
の
31
か
所
に

設
け
、
投
票
時
間
は
７
時
か
ら
18

時
ま
で
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
投
票
所
は
、
19

時
ま
で
投
票
で
き
ま
す
。

▽
大
田
町
第
１
投
票
区

　

大
田
小
学
校

▽
大
田
町
第
２
投
票
区

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
大
田
町
第
３
投
票
区

　

第
一
中
学
校

▽
川
合
町
投
票
区

　

川
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

選
挙
公
報
、
投
票
所
入
場
券

は
、
世
帯
ご
と
に
直
接
郵
送
し
ま

す
。
ま
た
選
挙
公
報
に
つ
い
て

は
、
作
成
が
で
き
次
第
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

選
挙
公
報
を
よ
く
読
み
、
投
票

問
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
０
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

　

３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

の
防
止
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
指

消
毒
を
対
策
の
基
本
と
し
ま
す
。

　

投
票
所
入
口
に
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

筆
記
用
具
は
使
い
捨
て
の
鉛
筆

を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
持
参
さ

れ
た
筆
記
用
具
を
使
用
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
選
挙
人
同
士
の
間
隔
を

あ
け
る
よ
う
に
対
応
し
ま
す
が
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
期
日
前
投

票
の
利
用
や
混
雑
し
て
い
る
場
合

は
会
場
の
外
、
自
家
用
車
の
車
内

で
待
つ
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

所
入
場
券
で
投
票
所
の
場
所
や
投

票
時
間
な
ど
を
確
か
め
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

◇
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

　

仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
中
の

人
は
、
大
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
郵
便
で
投
票
用
紙
を
請
求
し
、

受
領
後
に
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
へ
出
向
い
て
投
票
で
き
ま

す
。

◇
入
院
・
入
所
中
の
人

　

島
根
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指

定
す
る
病
院
や
老
人
施
設
な
ど
に

入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
病
院
長

や
施
設
長
に
申
し
出
る
こ
と
で
、

そ
の
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

◇
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
投
票
所
で
の
投
票
が
極
め
て

困
難
な
人
は
、
自
宅
で
郵
便
投
票

が
で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
は
あ
ら

か
じ
め
大
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
た
後
、
投
票
用
紙
な
ど

を
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
投
票
の
請
求
期
限
は
、
10

月
13
日
㈬
必
着
で
す
。
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
期
日
前
投

票
を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　

投
票
が
で
き
る
期
間
と
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
期
間　

10
月
11
日
㈪
～
16
日
㈯

▽
時
間　

８
時
30
分
～
20
時

▽
場
所

・
市
役
所
４
階
小
講
堂

・
温
泉
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

・
仁
摩
支
所
市
民
室

　

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
の
人

は
、
裏
面
の
宣
誓
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
持
参
さ
れ
る
と

受
付
を
早
く
す
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
久
手
町
第
１
投
票
区

　

久
手
駅
集
会
所

▽
長
久
町
投
票
区

　

長
久
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

▽
仁
万
・
天
河
内
投
票
区

　

仁
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

開
票
は
投
票
日
当
日
の
20
時
か

ら
、
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
で
お
こ

な
い
ま
す
。

告
示
日　

10
月
10
日
㈰

投
票
日
は
10
月
17
日

投
票
日　

10
月
17
日
㈰

票
は
で
き
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
転

出
日
に
よ
っ
て
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※　

期
日
前
投
票
当
日
に
満
18
歳

を
迎
え
て
い
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
（
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

　

10
月
17
日
㈰
は
、
大
田
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
今
後
４
年
間
の
大
田
市
の
市
長
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
で
す
。
候
補
者
の
政
見
や
政
策
を
見
極
め
、

忘
れ
ず
に
投
票
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

投
票
所
と
投
票
時
間

選
挙
公
報
・

投
票
所
入
場
券

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

不
在
者
投
票

期
日
前
投
票

大田市長選挙



広報おおだ　Ｒ3（2021）9.167

「かかりつけ医」を持ち、通常の診療時間内に受診しましょう

休日や夜間に病気になったとき

　「かかりつけ医」は、今かかっている病気やこれまでにかかった病気、何
の薬を飲んでいるかなどを把握し、日常的な診療や健康管理をしてくれる診
療所やクリニックなどの身近なお医者さんです。

　市では、平成22年４
月から大田市医師会の
ご協力をいただき、休

日診療を実施してきました。
　しかし、休日診療の当番医を担う
医師会の医師の減少や高齢化に加
え、最近では新型コロナウイルスワ
クチン接種などにより、医師の業務
量が大きく増加しています。このた
め、医師の負担軽減や休日診療を受
診する患者数の減少、救急患者への
必要な診療は大田市立病院が確保し
ていることなどを考慮し、本年９月
末をもって、休日診療を終了するこ
ととしました。
　市民の皆さんにはご不便をおかけ
しますが、ご理解いただきますよう
お願いします。
　また、今後は次の点にご留意のう
え、医療機関を受診してください。

　ワクチン接種により、新型コロナ
ウイルス感染症の発症や重症化リス
クを抑えることが確認されています。
しかし、ワクチン接種後も感染する
恐れがあり、知らないうちにほかの
人に広めてしまうこともあります。
　このため、ワクチン接種を受けた
後も、マスクの着用をはじめ、手洗
い、３密（密閉・密接・密集）の回
避などの感染予防対策を継続してく
ださい。
　また、県外との往来は、やむを得
ない仕事や看病・介護などを除き、
控えるよう島根県から要請されてい
ますので、ご協力ください。

ワクチン接種をしても
感染の可能性あり！

新型コロナウイルスワクチン接種

問医療政策課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8058）

　受診・治療中の病気の急変や悪化の場合は、できるだけ、その病気を普段
診てもらっている医師（病院）に連絡しましょう。

　国からのワクチン供給量の減少により、７月中旬から新規予約の受付を一
時的に休止していましたが、８月20日から予約受付を再開しました。
　また、ワクチンは一度に多く供給されないため、希望する時期に接種がで
きない場合があります。

（９月７日現在）

対 象 者 接種場所 予　　約　　先
基礎疾患がある人
定期通院中の人 かかりつけ医療機関 かかりつけ医療機関

上 記 以 外 の 人
大田市立病院 予約枠が定員に達したため、

予約受付を休止しています
最寄りの接種可能な
医療機関※ 医療機関

※　市内の接種可能な医療機関は、市ホームページや新型コロナウイルスワ
クチン接種の総合案内「コロナワクチンナビ」でご確認ください。

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

　夜間や休日などに小児科医師・看護師に電話で相談ができます。
①短縮電話番号（＃８０００）をプッシュ②相談窓口に自動転送③小児科
医師・看護師が症状に応じた適切な対処の仕方や受診する病院などをアド
バイス
利用時間・平日19時～翌朝９時、土日祝日９時～翌朝９時（12月29日～１月３
日を含む）／相談対象・15歳未満の子ども／通話料・利用者負担

　夜間や休日などの診療時間外に病院を受診するかどうか、判断の目安を
調べることができます。
①ウェブサイトで子どもの症状に近いものをクリック②各症状の具体的な
症状をチェックボックスで選ぶ③症状にあわせた対処方法を表示

９月で休日診療を終了します

つながらないとき☎03 ‐ 3478 ‐ 1060

休日などでも連絡がつく場合は、まずは「かかりつけ医」に相談

子どもの急な病気で困ったときは……

子ども医療電話相談（＃８０００）

子どもの救急サイト（kodomo-qq.jp）

ホームページ コロナワクチンナビ
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◇職員の勤務時間

◇休暇制度の状況

◇職員の服務の状況（Ｒ２年中）

◇職員の分限および懲戒処分（Ｒ２年度中）

①有給休暇

年次有給休暇の取得状況

②無給休暇
※　職員数は一般職の人数で、非常勤の職は含みません。

※　付与日数には前年繰越分を含みます。

※　このほか、夏季厚生休暇（５～ 10月において３日以
内）、妊娠障害休暇、子の看護休暇、ドナー休暇、ボラン
ティア休暇などの特別休暇があります。

※　交替制勤務により、上記によらない場合があります。
※　１日の勤務時間は７時間45分です。

部　　門
職　員　数 対前年

増減数Ｒ２年度 Ｒ１年度

一
般
行
政

議 会 4 3 1

総 務 88 90 ▲2

税 務 20 20 0

労 働 1 1 0

農 林 水 産 30 30 0

商 工 17 17 0

土 木 36 32 4

民 生 74 73 1

衛 生 39 38 1

特別
行政

教 育 43 45 ▲2

消 防 82 83 ▲1

公
営
企
業
な
ど

病 院 286 275 11

水 道 17 17 0

下 水 道 8 8 0

そ の 他 21 21 0

総　合　計 766 753 13

開始時刻 終了時刻 休憩時間
8:30 17:15 12:00～13:00

休暇内容・日数
年 次 有 給 休 暇 １年につき20日

公務傷病等休暇 療養必要期間

結核療養者休暇 １年以内

私 傷 病 休 暇 90日以内

生 理 休 暇 ２日以内

産 前 産 後 休 暇 産前８週間（多胎妊娠：14週間）以内、
産後８週間以内

慶 弔 休 暇 本人の結婚：７日以内
親族の死亡など： １日～ 10日

平均付与日数 平均取得日数 取得率
38.0日 8.3日 21.9％

分限処分
（人数）

降任 免職 休職 降給 計
0 0 4 0 4

懲戒処分
（人数）

戒告 減給 停職 免職 計
0 1 0 0 1

休暇内容・日数
介 護 休 暇 通算で６か月以内

不 妊 治 療 休 暇 連続する６か月以内で、必要期間

組 合 休 暇 30日以内

職　　　種
受験者数 合格者数

男 女 計 男 女 計
一 般 事 務 51 20 71 10 5 15

土 木 技 師 4 1 5 3 0 3

建 築 技 師 2 0 2 0 0 0
保 健 師 0 3 3 0 2 2

消 防 吏 員 5 0 5 2 0 2

文 化 財 技 師 1 0 1 1 0 1

助 産 師 0 1 1 0 0 0

看 護 師 2 9 11 2 8 10

薬 剤 師 0 2 2 0 2 2

臨 床 検 査 技 師 0 1 1 0 1 1

管 理 栄 養 士 1 3 4 1 0 1

理 学 療 法 士 4 1 5 1 0 1

合　　計 70 41 111 20 18 38

職員数の状況（部門別 : 各年 4 月 1 日現在） 職員の勤務条件

職員採用試験の状況（Ｒ２年度中）

◇職員の研修および人事評価
　職員の資質向上や業務の効率化を図るため、積極的に各種研修に取り組んでいます。
　また、人事評価については、平成22年度から実施しています。

◇公平委員会の業務の状況
　勤務条件に関する措置要求および不利益処分に関する不服申し立ては、ありませんでした。

◇職員の福祉の状況
　職員健康診断、メンタルヘルス対策など、職員の健康管理に努めるとともに、島根県市町
村職員共済組合に加入し、福利厚生事業をおこなっています。
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◇一般行政職員の平均給料月額（R2.4.1現在）

◇一般行政職初任給の状況（R2.4.1現在）

※　平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※　平均給与月額は給料と諸手当の合計額です。

平均値 大田市 国

年　　　齢 42.0歳 43.2歳

給 料 月 額 317,151円 327,564円

給 与 月 額 341,832円 408,868円

大田市 国

大　学　卒 171,700円 182,200円

高　校　卒 150,600円 150,600円

※　市、国とも職務による加算措置があります。

※　令和２年度は勧奨をおこなっていません。

単位：給料月数◇期末・勤勉手当（R2.4.1現在）

大田市 国

期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.300 0.950 1.300 0.950

12月期 1.300 0.950 1.300 0.950

計 2.600 1.900 2.600 1.900

◇退職手当（R2.4.1現在）

勤続年数 自己都合 定年・勧奨

20年 19.6695月分 24.586875月分

25年 28.0395月分 33.270750月分

35年 39.7575月分 47.709000月分

限度額 47.7090月分 47.709000月分

◎特別職の報酬等の状況（R2.4.1現在）

給料月額など 期末手当

給　

料

市 長 780,000円
６月期　1.625月分
12月期　1.625月分副 市 長 660,000円

教 育 長 550,000円

給料月額など 期末手当

報　

酬

議 長 390,000円
６月期　1.625月分
12月期　1.625月分副 議 長 330,000円

議  員 310,000円

◇人件費の状況（Ｒ１年度普通会計決算）

問人事課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8015）

◇職員給与費の状況（Ｒ１年度普通会計決算）

※　職員手当には ｢退職手当｣ は含まれていません。
※　職員数は平成31年４月１日の人数です。

住民基本台帳人口
（Ｒ2.1.1）

歳　　出　　額
（Ａ）

人　　件　　費
（Ｂ）

人 件 費 率
（Ｂ/Ａ）

人
34,349

千円
26,305,775

千円
4,275,605

％
16.3

職員数
（Ａ） 給　　料 職員手当 期末勤勉

手　　当
合計

（Ｂ）
平均給与
（Ｂ/Ａ）

人
432

千円
1,648,634

千円
367,776

千円
679,448

千円
2,695,858

千円
6,240

職員の給与など
◇ラスパイレス指数の状況

年　度 Ｒ２ Ｒ1

大 田 市 98.5 98.3

類似団体平均 97.6 97.5

全 国 市 平 均 98.9 98.9

※　ラスパイレス指数とは、国
家公務員の給与水準を100とした
場合の地方公務員の給与水準を
表す指数です。
※　類似団体平均とは、人口規
模、産業構造が類似している団
体のラスパイレス指数を単純平
均したものです。

市職員の給与をお知らせします
　「地方公務員法」および「大田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、令和２年度（決算は令和元年度）の市職員の給与などを公表します。
　なお、大田市職員の給与などの詳細は、市ホームページに掲載しています。

　職員手当はこのほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、
時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、管理職
手当、特殊勤務手当などがあります。
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今
回
は
、
約
20
人
が
参
加
し
、
魚
道
に
網
を
仕
掛
け
（
県
許
可
済
み
）、

魚
道
を
利
用
す
る
生
き
物
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
タ
モ
を
使
っ
て
捕
ま
え

て
観
察
し
ま
し
た
。
ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ
、
カ
ニ
、
ス
ッ
ポ
ン
な
ど
、
多
く
の
生

き
物
が
魚
道
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

和
田
譲
二
事
務
局
長
は
「
実
際
に
川
の
生
き
物
を
見
て
、
触
れ
る
こ
と
で

川
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
も
川
遊
び
の
機
会
を
提
供
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
は
「
川
に
こ
ん
な
に
大
き
な
カ
ニ
が

い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
12
日
、
東
京
２
０
２
０
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
を
採
る
大

田
市
採
火
式
が
社
会
福
祉
法
人
亀

の
子
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
３
班
に
分
か

れ
、
木
と
木
の
摩
擦
で
火
を
起
こ

す
「
舞ま

い

錐ぎ
り

式し
き

」
に
挑
戦
。
リ
ズ
ム

よ
く
錐き

り

を
回
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、

焦
げ
る
匂
い
と
煙
が
出
ま
し
た
。

火
種
が
発
火
す
る
と
、
そ
っ
と
螺ら

灯と
う

へ
。
３
つ
の
火
が
起
こ
る
と
１

つ
の
ラ
ン
タ
ン
に
灯
し
、「
大
田

市
の
火
」
が
で
き
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
で
採
火
さ
れ
た
火
は

松
江
市
で
の
集
火
式
・
出し

ゅ
っ

立た
つ

式
を

経
て
、
東
京
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ
伴と

も

し
ま
ね
実
行
委
員
会

（
藤
原
拓
矢
大
田
エ
リ
ア
代
表
）が
、

８
月
19
日
、
市
長
を
訪
問
し
、
認

知
症
の
理
解
と
活
動
へ
の
協
力
を

依
頼
し
ま
し
た
。

　

大
田
エ
リ
ア
で
は
、
認
知
症
の

人
や
支
援
者
の
手
形
を
木
の
葉
に

見
立
て
た
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
を
企

画
。
市
長
は
素
材
と
な
る
手
形
を

色
紙
に
押
し
、「
す
べ
て
の
人
と

と
も
に
…
…
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
、
協
力
し
ま
し
た
。

　

藤
原
さ
ん
は
「
認
知
症
へ
の
理

解
が
深
ま
り
、
地
域
と
し
て
支
え

合
え
る
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

静間川の魚道で観察会を開催

手で起こした火をパラリンピックへ 認知症を理解する活動に協力を

天然アユの復活を目指して

むずかしい！昔の人はすごい！ だれもが安心して暮らせる社会を目指して

手
形
ツ
リ
ー
ポ
ス
タ
ー
制
作
の
た
め
、
協

力
を
求
め
た
藤
原
さ
ん（
右
）

火
が
起
こ
る
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た

　

８
月
23
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
緑
と
水
の
連
絡
会
議
」（
高
橋

泰
子
理
事
長
）
が
静
間
川
で
観
察
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

緑
と
水
の
連
絡
会
議
は
、
静
間
川
の
ア
ユ
が
大
き
く
減
少
し

た
た
め
、
平
成
24
年
か
ら
生
息
状
況
の
調
査
を
開
始
。
こ
の
場

所
に
は
約
１
㍍
の
落
差
が
あ
り
、
ア
ユ
や
サ
ケ
な
ど
の
産
卵
を

妨
げ
て
い
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
島

根
県
へ
魚
道
の
設
置
を
要
望
。
こ
の
た
び
、
落
差
を
解
消
す
る

た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
、
自
然
石
を
埋
め
込
ん
だ
魚
道
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
魚
道
と
は
、
魚
が
上
流
へ
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
を
妨
げ
る
場
所
に
、
魚
の
通
り
道
と
し
て
設
置
さ
れ
る
ス
ロ
ー

プ
の
よ
う
な
構
造
物
で
す
。

　

観
察
会
は
、
魚
道
の
効
果
と
多
種
多
様
な
生
き
物
が
い
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

川の生き物に興味津々の参加者

タモを使って魚道を利用する生き物を観察
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８
月
２
日
、
大
田
市
消
防
本
部
と
大
田
警
察
署
が
合

同
で
、
土
砂
災
害
対
応
訓
練
を
旧
西
部
消
防
署
庁
舎
で

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
全
国
で
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
土
砂
災

害
現
場
で
の
活
動
や
警
察
と
の
連
携
体
制
を
確
認
す
る

た
め
、
実
施
。
今
回
は
「
大
雨
で
、
建
物
の
裏
山
が
崩

れ
、
１
階
は
土
砂
で
埋
ま
り
、
２
階
に
人
が
取
り
残
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
想
定
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
消
防
救
助
隊
員
が
２
階
へ
は
し
ご
を
使
っ
て

進
入
。
現
場
の
様
子
を
報
告
し
、
警
察
と
情
報
を
共
有

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
建
物
の
進
入
口
を
ふ
さ
い
で
い

た
流
木
を
警
察
署
員
が
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
切
断
。

建
物
内
へ
入
り
、
取
り
残
さ
れ
た
人
を
捜
索
す
る
と
と

も
に
救
助
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
負
傷
し
た
人
を
担
架

に
乗
せ
、
２
階
か
ら
１
階
へ
、
ロ
ー
プ
と
は
し
ご
を
使
っ

て
慎
重
に
救
出
し
、
搬
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
を
振
り
返
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

救
助
活
動
に
お
け
る
改
善
点
の
ほ
か
、
さ
ら
に
消
防
と

警
察
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
必
要
性
や
継
続
性
な
ど

の
意
見
を
交
換
し
、
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

問
消
防
本
部
（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

消
防
署
員
と
警
察
署
員
が
連
携
し
、取
り
残
さ
れ
た
人
を
救
助

　島根県立邇摩高等学校を卒業後、令和
元年に株式会社和田珍味に入社しまし
た。
　現在は、売店とカフェの販売員をして
います。人と接することが好きなので、
観光に来られたお客さんや地元のかたと
お話ができたらいいなと思い、販売員に
なりました。
　また、お土産の包装や発送の準備も担
当しています。お客様のイメージどおり
に包装した商品をお渡したとき、「これ、

　このほど内藤茂順さん（東京都）か
ら、温泉津町出身の父、内藤憲三さん
が所有されていた大田市ゆかりの画家、
故鈴木寛男先生の絵画１点を寄贈いた
だきました。
　これは、令和２年度「おおだ教育の
日フェスタ」でおこなわれた鈴木先生
にちなんだ絵画コンクール「鈴木賞」
の表彰式の様子を YouTube でご覧に
なったことがきっかけとなり、「広く
市民の皆さんに鑑賞していただきたい」
との思いから寄贈されたものです。
　市役所１階ロビーに展示しています
ので、ご覧ください。

問教育部総務課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8121）

大田にどんな職場があるのか、大田でどんな人が働いてい
るのか、そしてどんな思いを抱いて働いているのか――。
大田で働く人にインタビューしてきました！

問産業企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8075）
おおだで、働く。

おおだに働くところ、あります！
おおだの企業情報はこちら

株式会社和田珍味　　　
中島玲奈さん

きれいに包装されているね！」と言われ
るとうれしいです。
　休みの日は、出雲まで出掛けてショピ
ングをしたり、ミステリー小説が好きな
ので本を読んだり、絵を描いたりしてリ
フレッシュしています。
　今年で入社３年目となり、仕事には
徐々に慣れましたが、これから覚える業
務もあるので、少しずつ学んでいき、多
くの業務がこなせるようになることが今
後の目標です。

鈴木作品を
寄贈いただきました

消防と警察が合同訓練
安全と安心を守るために
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教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
大
田
市

の
固
有
の
歴
史
や
文
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
色
を
自
由
に
学
べ
る

電
子
教
材
『
大
田
市
に
伝
わ
る
昔

話
（
大
森
町
編
）』
を
制
作
し
ま

し
た
。
こ
の
教
材
は
、
学
校
の
学

習
で
の
活
用
の
ほ
か
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
改
め
て
大
田
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、「
わ
が
里
お
お
だ
」
を
広
く

市
内
外
に
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

こ
の
ほ
ど
邇
摩
高
校
の
生
徒
が
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
参
加
し

た
「
大
森
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

で
、
こ
の
昔
話
を
読
み
聞
か
せ
の

題
材
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
印
刷
し
た
昔
話
を
手
に
、

高
校
生
が
小
学
生
に
読
み
聞
か
せ

大
田
の
昔
話
を
電
子
書
籍
化
！

大
田
の
魅
力
を
め
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

を
し
ま
し
た
。
挿
絵
は
大
森
小
学

校
の
児
童
が
担
当
し
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
は
自
分
や
友
達
が
描
い

た
挿
絵
を
見
つ
け
た
り
、
地
元
の

お
寺
の
お
話
が
あ
っ
た
り
し
て
、

と
て
も
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
教
材
は
、「
大
田
市
小
中

学
校
教
育
サ
イ
ト
」
か
ら
自
由
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
９
）

昭和11～12年、大森尋常小
学校に勤務していた上橋教
諭が当時の児童とともに収
集した昔話に、現大森小学
校児童の挿絵を加え、電子
書籍化。脚本家の佐藤万里
氏（東京在住）が全体監修
とあとがきを執筆

大田市小中学校教育サイト

高校生が小学生に読み聞かせ

大田～お話つむぎ
－大森町編－

問市立病院（☎0854 ‐ 82 ‐ 0330）

　軽い運動ができるようにウォーキングトラック
（約240㍍）や背のばしベンチ、ぶら下がりなどの
健康遊具、芝生広場を設置。また、築山を設け、
階段やスロープを使って往来ができます。ベンチ
も複数あり、どなたでも利用できます。

　ご自身の状況や目的に応じて、次の駐車場をご
利用ください。（左図参照）
①　受診など
②　夜間や休日、救急外来
③　身体障がいがある人
④　「思いやり駐車場」利用証を持っている人

　平成30年１月に着手した新病院の建築工事。このた
び、駐車場とリハビリ公園の整備が完了し、一連のす
べての工事が終わりました。
　長期間にわたり、ご協力をいただき、ありがとうご
ざいました。

最善の医療と癒しの精神で
皆さんの健康を守ります
10月１日大田市立病院グランドオープン

リハビリ公園

駐 車 場駐車場
位置図
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８
月
末
現
在
、
物
販
や
レ
ス
ト

ラ
ン
の
内
装
・
外
装
工
事
を
お
こ

な
う
と
同
時
に
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ

の
工
事
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

第
71
回
全
国
植
樹
祭
で
使
わ
れ
た

お
野の

立だ
て

所し
ょ

も
三
瓶
山
北
の
原
か
ら

移
築
し
て
い
ま
す
。

　

外
構
工
事
も
同
時
に
進
め
て
お

り
、
併
せ
て
県
道
の
拡
幅
工
事
を

道
の
駅

　「
ご
い
せ
仁
摩
」
ニ
ュ
ー
ス

お
こ
な
い
ま
す
。
交
通
規
制
な
ど

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
道
の
駅
「
ご
い
せ

仁
摩
」
の
農
産
物
出
荷
者
組
織
で

あ
る
「
ご
い
せ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、

道
の
駅
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に

向
け
、専
門
の
講
師
を
招
い
て
「
季

節
の
野
菜
」
や
「
お
す
す
め
の
野

菜
」
の
栽
培
、
食
品
衛
生
管
理
に

つ
い
て
研
修
会
を
開
催
。
栽
培
研

修
会
で
は
、
季
節
に
応
じ
た
野
菜

の
栽
培
方
法
や
注
意
点
に
つ
い

て
、
参
加
者
の
質
問
に
も
答
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
具
体
的
な
事
例

を
基
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
品
衛
生
管
理
に
関
す

る
研
修
会
で
は
、
食
品
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
食
品
の
製
造
に

関
す
る
決
ま
り
ご
と
や
衛
生
管
理

に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

今
後
も
研
修
を
重
ね
、
農
産
物

や
加
工
品
を
「
し
っ
か
り
売
る
」

仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
産
物
や
加
工
品
に
つ
い
て
の

出
品
希
望
や
出
荷
者
組
織
「
ご
い

せ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
登
録
な
ど
を

引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
の
出
荷
の
ほ
か
、

特
産
品
の
商
談
な
ど
に
つ
い
て
も
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
道
の
駅
推
進
室

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
９
８
８
９
）

明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

◇
現
在
の
部
署
と
業
務
内
容
は
？

　

５
階
南
病
棟
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
。
内
科
系
の
病
棟
で
、
主
に
点

滴
や
注
射
、
内
服
の
管
理
と
い
っ

た
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

血
圧
や
脈
拍
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
や
心
電
図
モ
ニ
タ
な
ど
患
者

さ
ん
の
日
々
の
変
化
に
注
意
し
な

が
ら
、
看
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◇
市
立
病
院
で
働
い
て
み
て
、
い

か
が
で
す
か
？

　

部
署
の
先
輩
方
は
と
て
も
優
し

く
、
い
つ
も
気
に
か
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
修
制
度
が

充
実
し
て
い
て
、
集
合
研
修
や
新

人
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
病

院
全
体
で
新
人
を
き
ち
ん
と
育
て

て
い
く
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
、
安

心
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

大
田
市
立
病
院 

看
護
部

　

青
笹　

志
緒
里
さ
ん
（
左
）

◇
苦
労
し
た
こ
と
は
？

　

受
け
持
ち
の
患
者
さ
ん
と
じ
っ

く
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
た
い
の
で
す
が
、
ほ
か
の
業
務

や
時
間
的
な
制
約
も
あ
り
、
今
は

ま
だ
思
う
よ
う
に
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
で
も
、
患
者
さ
ん

か
ら
発
信
さ
れ
た
情
報
だ
け
は
聞

き
逃
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

◇
こ
れ
か
ら
の
夢
や
目
標
は
？

　

専
門
性
を
身
に
着
け
た
看
護
師

に
な
る
こ
と
で
す
。
認
定
看
護
師

と
し
て
活
躍
す
る
先
輩
方
の
よ
う

に
、
専
門
性
を
生
か
し
て
患
者
さ

ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

　市では地域医療を担う人材を育
成するため、地域医療に貢献した
い熱意のある高校生を島根大学医
学部や石見高等看護学院に推薦し
ています。この制度を活用して、
医師や看護師になったかた、在学
中の学生をご紹介します。

温泉津町出身。平成30年、地域推
薦制度を活用して石見高等看護学
院に入学。令和３年４月から大田
市立病院で看護師として勤務

　国土交通省の山陰道工事を施工さ
れた株式会社伏光組（伏見光暁代表
取締役／広島市）に道の駅「ごいせ
仁摩」の広報活動を協力いただきま
した。
　この功績に対し、感謝状を贈呈し
ました。
　ご協力ありがとうございました。

感謝状を贈呈

屋
根
瓦
が
乗
り
、
雰
囲
気
も
出
て
き

た
道
の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」

1月29日オープン！
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こんにちは

保健師です
体重が落ちすぎていませんか？
健康意識の高い人も注意が必要です

　健康に気をつけている人ほど、野菜中心の食事で、お肉はあまり食べな
いという人が多くみられます。野菜中心の食生活は大切ですが、栄養が偏
ると別の問題が生じることがあるので、注意が必要です。
　特に高齢の人はたんぱく質が不足することで、気付かないうちに全身の
筋肉量が減少し、身体活動量の減少、食欲低下による食事量の不足、さら
なる筋肉量の減少――と悪循環に陥ってしまいます。筋肉量の減少の予防
には、肉や魚などのたんぱく質も意識してとることが大切です。
＊　要介護になる一歩手前。身体的、社会的、精神的に虚弱な状態

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活動。減塩
や運動、野菜摂取、たばこ対策など、健康に関する取り
組みを「なにか１つ」加えることで、皆さんの健康意識
を高め、生活習慣の改善につなげます。

移植医療は、医療者と患者さんだけではなく、第
三者の善意によるご提供から成り立っています

『提供したい』『提供したくない』どちらも一人ひ
とりの平等で大切な意思です

10月は臓器移植普及推進月間
　　　骨髄バンク推進月間
10月10日は目の愛護デー

しまねまごころバンク
☎0853 ‐ 22 ‐ 2556

シニア世代はメタボよりフレイル＊に注意！

問健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8153）

健康長寿「＋
プラス

１
ワン

」活動

かみごたえのある食品を
よくかんで食べよう

意識してたんぱく質をとろう

歯と健康
今月の「＋

プラス

１
ワン

」

昭和11年４月２日～昭和21年４月１日生まれの人は
後期高齢者歯科口腔健診の対象です
歯だけではなく、かむ力や飲み込む力など
お口全体の状態を診てもらえるので、早めに受診しましょう

　フレイルを防ぐためには、バランスよく何でもかんで
食べることが大切です。そのためには、お口の中を良い
状態に保つことがとても重要となります。ささいなお口
のトラブルであっても、放置して食べやすい柔らかいも
のばかり食べていると、かむ力や飲み込む力が衰えてい
きます。また、口の中が乾いたり、滑舌が悪くなったり
します。このような状態をオーラルフレイルともいいま
す。
　年に１回の歯科健診や定期的なメンテナンスで、オー
ラルフレイルを予防しましょう。

パタカラ体操
各10回ずつ発音しましょう

フレイルと口腔機能の関係 お口の体操でオーラルフレイルを予防！

唇をはじくように

舌先を上の前歯の裏につけるように

舌の奥を上あごの奥につけるように

舌をまるめるように

パ

タ

カ

ラ

食欲がわかない

身体活動量の
減少

低栄養

筋肉量の減少
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― 各種健診・人間ドック・予防接種 ―

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

がん検診（集団）
種　類 日時・場所 対象者など

☆大腸がん検診
（容器配布）
個人通知なし

₆日㈬
₉：30～11：00

大田市民会館

40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　400円
※　便潜血検査で、２日間の便を採り、まちづ
くりセンターなどへ提出します。13：30～15：00

肺がん・結核検診
個人通知あり 25日㈪

₉：00～12：00
（女性のみ）

大田市民会館

肺がん検診　40歳～64歳
肺がん結核検診　65歳以上
◎自己負担金　無料
◎お持ちいただくもの　検診受診票、健康手帳、

マスク
13：30～15：00

乳がん検診
完全予約制

₅日㈫
₉：30～11：30

大田市民会館

40歳以上の女性
◎自己負担金　1,500円
※　予約先　健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）
※　予約された人へは通知をお送りします。

13：30～15：30
17：00～19：00

₆日㈬
₉：30～11：30
13：30～15：30

21日㈭
₉：30～11：30
13：30～15：30

子宮頸がん検診
₅日㈫

13：30～15：00

大田市民会館

20歳以上の女性
◎自己負担金　子宮頸部検査1,000円
◎ＨＰＶ検査（希望者のみ）1,000円
※　事前の申し込みは不要です。

17：30～19：00

₆日㈬
₉：30～11：00
13：30～15：00

※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。そのほかの健（検）診
種　類 医療機関 対象者など

特定健診等健康診査
（７月～12月） 指定医療機関

40歳以上で、大田市国民健康保険か後期高齢者医療保険に加入している人、
生活保護の受給者
◎自己負担金　無料

健康ガイド10月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

10月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内　　　容 お持ちいただくもの

乳幼児相談 13日㈬ ₉：30～11：00
仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・母乳相談

母子健康手帳
バスタオル

離乳食教室
（前期） 19日㈫ 13：30～15：00

受付13：00～
対象　８か月ごろまでの乳児
と保護者

母子健康手帳・バスタオル
おむつ・飲み物（お子さん用）

※　予約制です。健康増進課へお申し込みください。
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中央図書館　　☎0854 ‐ 84 ‐ 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 ‐ 88 ‐ 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 ‐ 65 ‐ 2177　10：00～18：00

10月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

　 　 　 　 　 １ ２

③ ４ ５ ６ ７ ８ ９

⑩ 11 12 13 14 15 16

⑰ 18 19 20 21 22 23

� 25 26 27 28 29 30

� 　 　 　 　 　 　

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

おすすめの本

『あなたの心を伝える――花言葉　花の絵図鑑』
岡田　潤／著　日貿出版社（中央図書館所蔵）

　「乙女の真心」「調和」「謙虚」。コスモスの花言葉です。
繊細で清潔感のある花姿、風に倒されてもすっと立ち上が
る軽やかな強さからつけられました。一つひとつの花にそ
の性質に合う象徴的な意味を持たせた花言葉ですが、その
土地の歴史や風習などから生まれるため、同じ花でも国や
地域によってイメージが異なります。庭に植える花、リビ
ングに飾る花を花言葉で選ぶのも楽しそうです。

連載解説・日本遺産
石見の火山が伝える
悠久の歴史

―その６―

しずのいわや

中央図書館　「豊かな彩り」
　木々が鮮やかに色づくこの時期、生活に彩りを添え
られる本を展示します

仁摩図書館　「〇〇の秋といえば、やっぱり読書」
　読書をおすすめする本も含めて紹介します

「天高く馬肥ゆる秋～おいしい本をご紹介」
　実りの秋、自分で作るための本も展示します

仁摩図書館
・懐かしの昭和雑器展　　　　　　　　　９月22日㈬～10月25日㈪
・高齢者通いの場“ほのぼの”利用者作品展

10月24日㈰～11月１日㈪

◇展示テーマ

◇企画展

　
「
石
見
の
火
山
が
伝
え
る
悠
久

の
歴
史
」
の
構
成
文
化
財
の
一
つ

に
、
大
田
市
指
定
の
天
然
記
念
物

「
静し

ず

之の

窟い
わ
や

」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
い
わ
や
」
と
は
、
石
の
洞
窟

の
こ
と
で
、
そ
の
昔
、
オ
オ
ナ
ム

チ
ノ
ミ
コ
ト
（
若
い
頃
の
大
国
主

命
）
と
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
ミ
コ
ト

が
石
窟
に
仮
宮
を
構
え
た
と
い
う

古
事
記
の
話
に
由
来
し
ま
す
。

　

こ
の
石
窟
が
、「
大お

ほ
な
む
ち汝　

小す
く
な

彦び
こ

名な

乃の　

将い
ま
し
け
む座　

志し

都つ

乃の

石い
わ
や
は

室
者　

幾い
く
よ
へ
に
け
む

代
将
経
」（
訳
／
「
お
お
な
む
ち
」

や
「
す
く
な
ひ
こ
」
が
い
た
と
い

う
、
こ
の
し
ず
の
い
わ
や
は
、
ど

れ
ほ
ど
の
年
月
を
経
て
き
た
の
だ

ろ
う
）
と
、
万
葉
集
の
一
首
に
歌

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
歌
に
詠
ま
れ
た
場
所
の
候

補
地
が
３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、

兵
庫
県
高
砂
市
の
生お

う
し
こ石
神
社
「
石

の
宝
殿
」
で
す
。
ほ
か
の
史
跡
群

と
と
も
に
平
成
26
年
に
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
こ
の
場
所
は
、
凝ぎ

ょ
う

灰か
い

岩が
ん

の
岩
山
の
中
腹
を
削
っ
て
作

ら
れ
た
巨
石
で
、
神
社
の
ご
神
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

残
り
２
つ
は
、
島
根
県
内
に
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
国
学
者
の
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

の
説
に
よ
る
邑
南
町
、
志し

都ず

岩い
わ

屋や

神
社
の
「
志
都
の
岩
屋
」

で
、
大
き
な
一
枚
岩
と
周
辺
の
岩

石
が
景
勝
を
な
し
て
い
る
こ
と
か

ら
島
根
県
の
「
天
然
記
念
物
お
よ

び
名
勝
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
、
国
学
者
の
平
田

篤あ
つ

胤た
ね

の
説
に
よ
る
静
間
町
の
静
之

窟
で
す
。
大
田
市
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
奥
行
き
が
40

㍍
以
上
あ
る
海か

い

食し
ょ
く

洞ど
う

で
す
。

　

現
在
、
崩
落
の
危
険
が
あ
り
、

立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

窟
内
に
は
明
治
時
代
の
公こ

う

爵し
ゃ
く

、
徳

川
家い

え

達さ
と

に
よ
る
碑
文
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
静
間
神
社
が
あ
り
ま

し
た
が
、
江
戸
時
代
前
期
に
現
在

地
へ
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
話
を
追
想
し
た
和
歌
の
現
地

候
補
と
な
っ
た
３
つ
の
場
所
は
、

国
、
県
、
市
の
指
定
の
差
こ
そ
あ

れ
、
い
ず
れ
も
神
社
が
建
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
と
由
緒

あ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
は
違
い
な

い
よ
う
で
す
。

問
石
見
銀
山
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
２
）
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きずな
石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

　

６
月
28
日
、
第
二
回
人
権
を
考

え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ

れ
あ
い
会
館
第
二
回
人
権
・
同
和

問
題
研
修
会
を
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大

田
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、

１
４
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
手
話
ニ
ュ
ー

ス
の
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
出
演
さ

れ
て
い
た
中
野
佐
世
子
さ
ん
を
お

招
き
し
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

～
私
た
ち
が
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と

～
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
講
演
会
の
内
容

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

街
で
見
か
け
る
マ
ー
ク
に
つ
い

て
、
ど
ん
な
人
と
関
係
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

と
き
に
、
誰
に
で
も
理
解
で
き
る

マ
ー
ク
と
し
て
作
ら
れ
た
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
10
種
類
の
マ
ー
ク

と
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
意
味
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
の
見
え
な
い
人
が
「
趣
味
は

カ
メ
ラ
で
す
」、
耳
の
聞
こ
え
な

い
人
が
「
カ
ラ
オ
ケ
が
好
き
」
と

言
わ
れ
た
と
き
に
、
皆
さ
ん
は
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

目
の
見
え
な
い
人
も
、
素
敵
な

写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

耳
の
聞
こ
え
な
い
人
も
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

そ
う
い
っ
た
現
状
を
聞
き
な
が
ら
、

自
ら
の
「
思
い
込
み
」
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

外
国
人
へ
の
伝
え
方
に
つ
い

て
、
多
言
語
で
の
表
示
や
「
や
さ

し
い
日
本
語
（
易
し
く
て
・
優
し

い
）」
が
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
、
外
国

人
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
や
障

が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の

「
や
さ
し
さ
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

目
の
見
え
な
い
人
と
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
、
車
い
す
利
用
者
と
介
助

者
、
外
国
人
と
通
訳
者
、
あ
な
た

は
ど
ち
ら
を
向
い
て
話
か
け
て
い

ま
す
か
？

　

人
間
は
、
同
種
同
族
に
向
け
て

話
を
す
る
習
性
が
あ
る
た
め
、「
主

体
は
本
人
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意

識
す
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

　

乗
り
物
で
、
足
の
不
自
由
な
人

や
高
齢
者
に
席
を
譲
っ
た
ら
「
大

丈
夫
で
す
」
と
断
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
の
人
、
ど
う
し
て
車
い
す

に
乗
っ
て
い
る
の
？
」
と
子
ど
も

に
聞
か
れ
た
ら
、
何
と
答
え
ま
す

か
？

　

何
ら
か
の
理
由
で
、
車
い
す
で

の
生
活
を
し
て
い
る
人
も
、
互
い

に
支
え
合
え
る
社
会
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

　

講
師
は
、「
愛
の
対
極
に
あ
る

の
は
憎
し
み
で
は
な
く
、
無
関
心

だ
」
と
い
う
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
言

葉
を
引
用
し
、
知
っ
て
ほ
し
い
こ

と
、
調
べ
て
ほ
し
い
こ
と
を
次
の

よ
う
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

・
や
さ
し
い
日
本
語

・
身
体
障
害
者
補
助
犬
法

・
ろ
う
高
齢
者
の
た
め
の
老
人

ホ
ー
ム

・
フ
ー
ド
ピ
ク
ト

・
手
話
Ｃ
Ｇ
や
音
声
ガ
イ
ド

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

ボ
ー
ド

・
共
遊
玩
具

・
障
が
い
を
知
り
、
と
も
に
生
き

る

　

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
東
京
２
０

２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
―
―
。
誰

も
が
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
、
支
え
合
う
「
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」
を
持
ち
続
け
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
「
障
が
い
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
次
世
代
を
創
る
子

ど
も
た
ち
に
正
し
く
伝
え
る
技
術

を
持
つ
」
こ
と
が
重
要
で
す
。

ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
？

　

足
が
不
自
由
な
人
も
、
立
っ
た

り
座
っ
た
り
す
る
動
作
が
難
し
い

た
め
、
立
っ
て
い
る
方
が
楽
な
人

も
お
ら
れ
ま
す
。
声
を
か
け
ら
れ

て
も
、
断
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

座
っ
て
い
る
人
と
目
を
合
わ
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。「
せ
っ
か
く
席
を
譲
っ

た
の
に
」
と
思
わ
ず
に
、
理
由
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

耳
が
聞
こ
え
な
い
と
い
っ
て
も
、

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
年
齢
や
症
状

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
求
め
ら
れ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
は

人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
手
話

だ
け
で
は
な
く
、
空
文
字
や
身
振

り
な
ど
、
今
で
き
る
有
効
な
方
法

は
多
様
で
す
。

　

ま
た
、
手
指
や
表
情
に
よ
っ
て

情
報
と
気
持
ち
を
伝
え
る
手
話
に

と
っ
て
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の

マ
ス
ク
着
用
は
、
伝
達
と
い
う
観

点
か
ら
不
便
さ
を
感
じ
ら
れ
て
い

る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

マ
ー
ク
を
ご
存
じ
で
す
か

障
が
い
者
へ
の
思
い
込
み

「
伝
え
る
」
こ
と
と

「
伝
わ
る
」
こ
と

今
、
話
し
か
け
る
べ
き
相
手

は
誰
か
？
を
意
識
す
る

そ
の
理
由
を
考
え
る

何
と
答
え
ま
す
か
？

最
後
に
―
―

耳
の
聞
こ
え
な
い
人
へ
の

対
応

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

私
た
ち
が
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と

マ
ー
ク
が
持
つ
意
味
を
説
明
す
る

中
野
佐
世
子
氏
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市　勢
（令和３年９月１日現在）

○人　口　33,435人　　（△　57）
　・男　　16,055人　　（△　20）
　・女　　17,380人　　（△　37）
○世帯数　15,565世帯（△　18）
○出生数　　　18人
○死亡数　　　51人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ 申…申し込み先

問…問い合わせ先

　

母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
人

な
ど
を
対
象
に
、
経
済
的
に
自
立

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
金
を

低
利
子
ま
た
は
無
利
子
で
お
貸
し

す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象　

　

令
和
４
年
４
月
に
進
学
、
修
業

を
希
望
し
て
い
る

・
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

婦
・
父
母
の
な
い
児
童

▽
資
金
の
種
類

①
児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す

る
資
金
（
無
利
子
）

▽
作
品　
「
栞し

お
り

」（
２
０
１
８
年
／

１
１
８
分
）

▽
定
員　

70
人

▽
入
場
料　

無
料（
要
事
前
申
込
）

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

・
就
学
支
度
資
金
…
…
就
学
・
修

業
す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金

や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

・
修
学
資
金
…
…
高
校
、
大
学
、

大
学
院
、
高
等
専
門
学
校
ま
た

は
専
修
学
校
に
就
学
す
る
た
め

の
授
業
料
、
書
籍
代
、
交
通
費

な
ど
に
必
要
な
資
金

・
修
業
資
金
…
…
就
職
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す

る
の
に
必
要
な
資
金

②
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
お
よ
び
寡
婦
の
人
の
知
識
技

能
習
得
を
対
象
と
す
る
資
金

（
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合

は
無
利
子
、
立
て
な
い
場
合
は

年
１
％
）

・
技
能
習
得
資
金
…
…
就
職
す
る

た
め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習

得
す
る
の
に
必
要
な
資
金

▽
申
請
期
間　

　

令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

※　

島
根
県
育
英
会
な
ど
、
母
子

父
子
寡
婦
福
祉
資
金
と
の
併
給
が

で
き
な
い
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

※　

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制

度
に
よ
る
奨
学
金
・
授
業
料
減
免

な
ど
は
、
貸
付
限
度
額
よ
り
給
付

額
・
減
免
額
を
控
除
し
た
範
囲
で

併
給
が
可
能
で
す
。　

問
子
ど
も
家
庭
相
談
室

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
８
）

母
子・父
子・寡
婦
福
祉
資
金

予
約
貸
付
を
受
け
付
け
ま
す

　

三
瓶
山
に
あ
る
荒
廃
林
を
再
生

さ
せ
る
た
め
、
川
合
小
学
校
の
児

童
と
一
緒
に
、
杉
の
苗
を
植
え
ま

す
。

▽
日
時　

10
月
26
日
㈫

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

▽
会
場　

三
瓶
町
池
田
地
内

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
締
切　

10
月
22
日
㈮

問
し
ま
ね
エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
お
お
だ
（
伊
藤
☎
０
９
０

‐
６
４
０
２
‐
５
２
４
２
）

　
「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
な
ど
、
労
働

者
と
事
業
主
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
専
門
家

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
31
日
㈰

　

受
付
時
間　

10
時
～
15
時

▽
会
場　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

（
松
江
市
）

▽
相
談
料　

無
料

※　

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

事
前
予
約
者
を
優
先
し
ま
す

が
、
会
場
で
当
日
受
付
も
お
こ
な

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
労
働
委
員
会

（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
５
４
５
０
）

子
ど
も
た
ち
と
植
林
活
動

労
働
相
談
会

催
　
　
し

▽
日
時　

10
月
９
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０
‐
６

３
１
５
‐
９
５
１
７
）

　

大
切
な
人
を
自
死
で
突
然
失
う

衝
撃
、
誰
に
も
話
せ
な
い
そ
の
辛

さ
な
ど
を
遺
族
だ
け
で
語
り
合
う

集
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
う

か
、
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　

10
月
２
日
㈯　
　

　
　
　
　

①
14
時
～
15
時
30
分

　
　
　
　

②
15
時
30
分
～
17
時

※　

①
は
自
死
遺
族
の
み
、
②
は

自
死
問
題
に
関
心
が
あ
る
人
も
参

加
で
き
ま
す
。

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費　

３
０
０
円

申
・
問
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・

虹
事
務
局
（
桑
原
☎
０
９
０
‐
４

６
９
２
‐
５
９
６
０
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

～
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
～

▽
日
時　

10
月
23
日
㈯
14
時
～

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会
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日
常
に
役
立
つ
知
識
か
ら
介
護

の
現
場
で
最
低
限
必
要
と
な
る
基

本
的
な
知
識
や
技
術
ま
で
、
分
か

り
や
す
く
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
26
日
㈫
～
29
日
㈮

▽
会
場　

大
田
市
民
会
館

▽
内
容　

日
常
に
役
立
つ
介
護
の

知
識
、
介
護
職
と
し
て
必
要
な

知
識
・
技
術

▽
受
講
料　

無
料

▽
対
象　

こ
れ
か
ら
介
護
の
仕
事

を
し
て
み
た
い
人
、
介
護
に
関

心
が
あ
り
、
現
在
介
護
職
と
し

て
働
い
て
い
な
い
人

▽
定
員　

20
人
程
度

▽
申
込
締
切 　

10
月
14
日
㈭　

申
・
問
公
益
財
団
法
人
介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー
島
根
支
部

◇
食
肉
料
理
講
習
会

▽
日
時　

10
月
23
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

▽
メ
ニ
ュ
ー

　

家
庭
で
気
軽
に
作
れ
る
肉
料
理

▽
主
催　

島
根
県
食
肉
生
活
衛
生

同
業
組
合

◇
食
肉
料
理
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　

11
月
29
日
㈪

　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

▽
メ
ニ
ュ
ー

肉
料
理
２
品
と
パ
ン
ま
た
は
ご

は
ん

▽
主
催　

島
根
県
食
肉
事
業
協
同

組
合
連
合
会

い
ず
れ
も

▽
会
場　

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田　

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

20
人

▽
受
付
開
始

　

10
月
４
日
㈪
９
時
～

※　

多
く
の
人
が
受
講
で
き
る
よ

う
、
い
ず
れ
か
を
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

申
・
問
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
７
０
０

／
火
曜
日
休
館
）

▽
出
詠
方
法

・
自
作
未
発
表
の
作
品
１
首
と
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送

・
出
詠
料　

１
０
０
０
円

※　

応
募
時
に
添
え
て
く
だ
さ

い
。
切
手
不
可
、
郵
送
の
場
合
は

小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

・
詠
草
は
必
ず
縦
書
き
楷
書
で
、

漢
字
に
は
す
べ
て
ふ
り
が
な
を

ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

９
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭
17
時

（
郵
便
は
９
月
30
日
消
印
有
効
）

申
・
問
大
田
市
文
化
協
会

（
中
央
公
民
館
内
☎
０
８
５
４
‐

82
‐
６
６
３
０
）

（
☎
０
８
５
２
‐
25
‐
８
３
０
２
）

介
護
の
入
門
的
研
修

食
肉
料
理
セ
ミ
ナ
ー

第
31
回
大
田
市
短
歌
大
会

募
　
　
集

◇
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

▽
日
時　

10
月
24
日
㈰　

　
　
　
　

10
時
～
15
時

▽
作
品　

カ
ボ
チ
ャ
型
プ
レ
ー
ト

▽
定
員　

10
人

▽
受
講
料　

２
５
０
０
円

（
材
料
費
込
み
）

問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

◇
主
催
講
座
（
後
期
）

▽
募
集
期
間　

10
月
６
日
㈬
９
時

～
22
日
㈮
（
火
曜
休
館
）

▽
講
座
名
／
開
催
日
／
有
料
・
無

料
の
別
／
対
象
者

・
仲
野
先
生
の
石
見
銀
山
講
座
後

期
／
11
月
～
３
月
／
有
料
／
一

般
・
多
田
先
生
の
民
俗
学
を
学
ぼ
う

後
期
／
11
月
～
３
月
／
無
料
／

一
般

・
Dr.
長
さ
ん
の
健
康
医
学
塾
後
期

／
11
月
～
３
月
／
有
料
／
一
般

・
ゆ
う
ゆ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
期

／
11
月
～
３
月
／
有
料
／
一
般

・
健
・
美
ス
ト
レ
ッ
チ
後
期
／
11

月
～
３
月
／
有
料
／
一
般

・
男
の
料
理
教
室
後
期
／
11
月
～

１
月
／
有
料
／
男
性

・
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
教
室

／
11
月
～
３
月
／
有
料
／
一
般

・
ち
り
め
ん
細
工
講
座
／
11
月
～

１
月
／
有
料
／
女
性

・
女
性
魅
力
ア
ッ
プ
講
座
／
11
月

／
無
料
／
女
性

・
音
楽
で
遊
ぼ
う
後
期
／
11
月
～

３
月
／
有
料
／
親
子

・
初
心
者
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
後
期
／
11
月
～
３
月
／

無
料
／
一
般

◇
女
性
就
業
支
援
講
座

　

自
分
で
勉
強
す
る
に
は
ち
ょ
っ

と
敬
遠
し
が
ち
な
働
く
こ
と
に
関

す
る
法
律
や
制
度
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
20
日
㈯

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▽
テ
ー
マ　

知
っ
て
役
立
つ
働
く

女
性
を
生
か
す
法
律
・
制
度

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

20
人

▽
募
集
開
始　

10
月
６
日
㈬
か
ら

※　

い
ず
れ
も
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

問
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
７
０
０
）

木
工
館

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

　全国植樹祭の開催を記念し、緑の少年
団の活動発表や、樹木医で川合町出身の
岩谷美苗さんによる講演会を開催します。
事前申込が必要で、応募締切は９月24日
㈮です。詳しくは、市ホームページをご
覧ください。
　
14時30分～
　緑の少年団の活動発表
15時～
　講演　「木の日常をのぞいてみよう」
　　　　講師　樹木医　岩谷美苗氏
※　全国植樹祭で天皇皇后両陛下が使用
された植樹祭関連用具を展示しています。
　
問森づくり推進室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8170）

10月３日㈰　14時30分～16時
大田市民会館　大ホール

みんなで
　　学ぼう 木育講座
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求
職
者
を
対
象
と
し
た
島
根
県

立
西
部
高
等
技
術
校
の
公
共
商
業

訓
練
で
す
。
申
し
込
み
は
、
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
相
談
後
、

自
衛
官
候
補
生

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

▽
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
時
点
で
18

歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

▽
採
用
予
定
日　

採
用
予
定
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

▽
応
募
期
間

　

９
月
21
日
㈫
～
11
月
25
日
㈭

▽
試
験
期
日　

11
月
27
日
㈯

※　

試
験
期
日
・
会
場
は
追
加
や

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

防
衛
大
学
校
学
生

▽
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、

高
卒
（
見
込
含
）
18
歳
以
上
21

歳
未
満
の
人
（
令
和
４
年
４
月

１
日
時
点
）

▽
応
募
期
間

　

７
月
１
日
㈭
～
10
月
27
日
㈬

▽
試
験
期
日
（
一
次
）

　

11
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

▽
試
験
会
場　

松
江
地
方
合
同
庁
舎
・
浜
田
市

内
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

▽
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、

高
卒
（
見
込
含
）
18
歳
以
上
21

歳
未
満
の
人
（
令
和
４
年
４
月

１
日
時
点
）

▽
応
募
期
間

　

７
月
１
日
㈭
～
10
月
13
日
㈬

▽
試
験
期
日
（
一
次
）

　

10
月
23
日
㈯

▽
試
験
会
場　

松
江
地
方
合
同
庁
舎
・
浜
田
市

内
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

▽
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、

高
卒
（
見
込
含
）
18
歳
以
上
21

歳
未
満
の
人
（
令
和
４
年
４
月

１
日
時
点
）

▽
応
募
期
間

　

７
月
１
日
㈭
～
10
月
６
日
㈬

▽
試
験
期
日
（
一
次
）

　

10
月
16
日
㈯

▽
試
験
会
場　

松
江
地
方
合
同
庁
舎
・
浜
田
市

内
問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
０
０
１
５
）

　

令
和
４
年
４
月
１
日
採
用
の
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種　

①
事
務　

②
保
健

▽
受
験
資
格　

①
②
昭
和
61
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

②
保
健
師
免
許
ま
た
は
看
護
師

免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
令

和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
免
許

を
取
得
見
込
み
の
人

▽
採
用
予
定
人
数　

①
若
干
名　

②
１
人

▽
一
次
試
験
日　

①
11
月
７
日
㈰

②
12
月
５
日
㈰

▽
試
験
会
場　

島
根
県
立
大
学
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
浜
田
市
）

▽
受
付
期
限　

①
10
月
21
日
㈭

②
11
月
18
日
㈭

※　

詳
し
く
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
総
務
課

（
☎
０
８
５
５
‐
24
‐
２
２
０
０
）

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

自
衛
官
ほ
か

島
根
県
立
大
学
職
員

入
校
願
を
提
出
し
ま
す
（
入
校
検

定
あ
り
）。

◇
介
護
・
子
育
て
支
援
員
養
成

コ
ー
ス

▽
日
時　

12
月
10
日
㈮
～
令
和
４

年
３
月
９
日
㈬
の
平
日

▽
場
所　

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島

根
（
江
津
市
）

▽
内
容　

介
護
職
員
初
任
者
研
修

と
の
子
育
て
支
援
員
研
修
の
修

了
を
目
指
す

▽
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

１
万
７
０
０
０
円
程
度
）

▽
定
員　

12
人

▽
募
集
期
限　

11
月
12
日
㈮

◇
パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
コ
ー
ス

▽
日
時　

12
月
17
日
㈮
～
令
和
４

年
３
月
16
日
㈬
の
平
日

▽
場
所　

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
（
川
本
町
）

▽
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
）
の
実

践
的
知
識
、
技
能
の
習
得

▽
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

１
万
２
０
０
０
円
程
度
）

▽
定
員　

15
人

▽
募
集
期
限　

11
月
19
日
㈮

問
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
‐
22
‐
２
４
５
０
）

▽
日
時　

10
月
17
日
㈰　

　
　
　
　

９
時
～
16
時

▽
集
合
場
所
・
時
間

大
田
警
察
署
跡
地
駐
車
場

（
市
民
会
館
横
）　

８
時
15
分

▽
行
程　

圓
光
寺
～
長
福
寺
～
昼

食
～
松
林
寺
～
円
城
寺

▽
内
容　

石
見
銀
山
領
11
～
14
番

札
所
を
巡
る
。
尼
子
氏
ゆ
か
り

の
圓
光
寺
と
毛
利
氏
ゆ
か
り
の

長
福
寺
で
は
寺
宝
を
見
せ
て
い

た
だ
く
ほ
か
、
広
々
と
し
た
高

原
の
風
景
が
広
が
る
松
林
寺
と

巨
木
に
囲
ま
れ
た
円
城
寺
を
巡

る
▽
参
加
費　

３
０
０
０
円

　
（
昼
食
代
・
保
険
代
込
）

▽
定
員　

30
人

▽
主
催　

桜
江
古
文
書
を
現
代
に

活い

か
す
会

申
・
問
重
要
文
化
財
熊
谷
家
住
宅

（
☎
０
８
５
４
‐
89
‐
９
０
０
３
）

石
見
銀
山
領

33
か
所
巡
り
ツ
ア
ー

〈広告〉

　10月３日㈰に大田市民セ
ンターで開催する予定でし
た「介護の日」イベントは、

「男性のための介護のミニ
講座」を除き、中止します。

イベント中止の
お知らせ
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さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族

と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
里

親
と
は
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、
家
庭

的
な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め
て

養
育
す
る
人
で
す
。
里
親
の
家
庭

で
愛
情
に
包
ま
れ
て
家
族
の
一
員

と
し
て
暮
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
は
一
人
の
人
間
と
し
て

大
切
に
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
と

い
う
感
覚
を
持
ち
な
が
ら
育
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
あ
な
た

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

里
親
に
は
、
子
ど
も
が
親
と
一

緒
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
養
育
す
る
「
養
育
里
親
」
と
養

子
縁
組
に
よ
り
養
親
と
な
る
こ
と

を
希
望
す
る
「
養
子
縁
組
里
親
」

日
時　

10
月
24
日
㈰

　
　
　
　

13
時
15
分
～
16
時　

開
場
／
13
時

会
場　

大
田
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

石
見
銀
山
に
関
す
る
最
新
の
調

査
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム　

・
講
演

「
備
前
か
ら
石
見
に
や
っ
て
き

た
江
戸
後
期
の
石
工
た
ち
」

「
石
見
銀
山
五
百
羅
漢
橋
の
謎

を
解
く
」

・
石
見
銀
山
に
関
す
る
最
新
調
査

成
果
の
発
表

▽
参
加
費　

無
料

（
資
料
代
２
０
０
円
）

（
敬
称
略
）

▽
申
込　

事
前
申
込
が
必
要

▽
申
込
受
付
期
間

　

９
月
21
日
㈫
～
10
月
20
日
㈬

▽
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。
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問
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◇
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

（
市
内
20
保
育
施
設
へ
）

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

島
根
支
社　

大
田
営
業
オ
フ
ィ
ス

オ
フ
ィ
ス
長　

大
野　

昌
子

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
好

き
で
、
愛
情
と
熱
意
を
持
ち
、
真

心
を
込
め
て
養
育
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
の
養
育
だ
け
で
な

く
、
月
に
１
～
２
回
程
度
、
主
に

土
日
や
長
期
休
業
中
に
数
日
間
と

い
う
短
期
間
の
家
庭
生
活
を
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
く
養
育
里
親
も
求

め
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
な
る
た
め
に
は
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
必
要
な
研
修
を
受
講
す
る
こ

と
や
里
親
を
希
望
す
る
人
と
そ
の

同
居
人
が
欠
格
事
由
な
ど
に
該
当

し
な
い
こ
と
、
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
０
８
５
５
‐
28
‐
３
５
６
０
）

里親になりませんか

子どもたちに
家庭のぬくもりを

10月は里親月間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す大田保育園では感謝状を贈りました

　里親制度や養子縁組制度の普及、里親
委託を推進するため、広く皆さんにご理
解いただく講演会を開催します。
▽日　　時　10月31日㈰
　　　　　　13時～16時30分
　　　　　　（受付12時30分～）
▽会　　場　朱

と

鷺
き

会館（出雲市）
▽内　　容

・Ⅰ部
講演会　 「親と子の心の育ちをめぐ

る現代社会の課題」
　講師　島根大学理事・副学長

肥後　功一　氏
・Ⅱ部
「知ってください里親制度」
里親制度の概要、新事業の紹介、里
子経験者３人による座談会

▽参 加 費　無料
▽定　　員　100人（要事前申込）
▽申込締切　10月15日㈮
※　新型コロナウイルス感染症の拡大状
況により、中止する場合があります。
申・問（ 一 社 ） 島 根 県 社 会 福 祉 士 会

（☎・ＦＡＸ0852 ‐ 28 ‐ 8181／Ｅメール・
smnjacsw2@eos.ocn.ne.jp）

令和３年度里 親 制 度
普及啓発講演会 こ

こ
ま
で
わ
か
っ
た
石
見
銀
山
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波根・朝山・富山 14日 28日

久手（鳥越含） 11 27

鳥井・長久（新諸友含） ₈ 22

静間・五十猛・大屋 ₆ 19

大代・祖式・水上・大森 12 25

川合・久利 ₇ 21

大田（橋北） ₅ 20

大田（橋南） １ 15

三瓶・山口（大田野城含）₄ 18

温泉津 14 28

湯里・井田 ₇ 21

福波 12 26

仁万 ₆ 19

天河内・馬路 13 27

宅野・大国 ₈ 22

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター

（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　

【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時

【休日】　３日・17日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
※　大田容器包装リサイクルセン
ターの休日受付は、大田可燃物中間
処理施設でおこないます。

ごみの持ち込み

10月不燃ごみの収集日

〈広告〉 〈広告〉

緊急通報専用電話番号
　１１９番は、火災・救急・救助などの緊急時のための専用回線です。受信
できる数に限りがありますので、緊急時以外に１１９番を使用しないでくだ
さい。
救急車のサイレン
　「救急車のサイレンを鳴らさないで来てほしい」と要望されることが少な
くありません。道路交通法上、サイレンを鳴らし、赤色の警光灯を点灯しな
ければ、緊急車両として認められません。緊急時に安全、迅速に現場へ向か
うことができるようご理解ください。

　消防本部には、１１９番通報を受信したときに素早く状況を確認し、すぐ
に消防車や救急車などへの出動指令を出す通信指令課（本年４月設置）があ
ります。対応する通信指令員は、市民の助けを求める声を聞く最初の窓口。
使命感を持って、24時間365日対応しています。

問消防本部（☎0854 ‐ 82 ‐ 0650）

助けを求める「声」の窓口“119”

　近年増加する外国人からの通報や救急現場での活動な
どに、20か国語に対応する電話通訳センターを介した「三
者間同時通訳」を導入しています。また、聴覚や言語機
能に障がいのある人が、緊急時に簡単にスマートフォン
などを利用して１１９番通報できる「Ｎｅｔ１１９緊急
通報システム」も運用しています（事前に登録が必要）。

　まず、受信した１１９番通報の内容が、火事な
のか、救急なのかを判断します。そのうえで、出
動する場所が特定できれば、その時点で消防車や
救急車などの必要な部隊を現場に向かわせるよう
に電話を受けながら指令を出します。
　通報は慌てずに、通信指令員からの質問に落ち
着いて答えてください。必要に応じて、応急手当
の方法もお伝えします。
　また、火事の状況や傷病者の状態によっては、
島根県防災ヘリコプターやドクターヘリ、ドクター
カーなどの要請も判断しています。

外国人や障がい者への対応

119 番通報があったら――

皆 さ ん へ お 願 い

Ｎｅｔ１１９緊急通報
システムの説明用動画

（YouTube）
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〈広告〉〈広告〉

10月の相談

年金相談（要予約）

12日㈫・21日㈭　10時～15時
（最終受付時間）

12日　市役所２階第２会議室
21日　市役所４階大講堂

申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 ‐ 24 ‐ 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 ‐ 83 ‐ 8154）

交通事故相談

問危機管理課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8009）
市役所での交通事故相談所は休止中のため、相談は島
根県交通事故相談所（松江市／☎0852 ‐ 22 ‐ 5102）へ
お願いします。

人権相談

１日㈮　₉時～12時 おおだふれあい会館

₈日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター

15日㈮　13時～16時 仁万まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8038）

行政相談

22日㈮　₉時～12時 市役所３階第２会議室

問人権推進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8038）

石見法律相談センター相談会（要予約）

15日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
申・問石見法律相談センター（☎0855 ‐ 22 ‐ 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 ‐ 84 ‐ 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート

（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

12日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

１ 日・８ 日・15日・22
日・29日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 ‐ 82 ‐ 0091）

こころの健康相談（要予約）

15日㈮　13時30分～15時30分 県央保健所
申・問県央保健所健康増進課（☎0854 ‐ 84 ‐ 9823）

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

₅日㈫・19日㈫
₉時30分～11時 県央保健所

申・問県央保健所医事・難病支援課（☎0854 ‐ 84 ‐ 9826）

移動ナースバンク

27日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田

問島根県ナースセンター（☎0852 ‐ 27 ‐ 8510）

福祉・保育のお仕事相談会

27日㈬　13時～15時 ハローワーク石見大田

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 ‐ 24 ‐ 9340）

若者就労相談

₈日㈮　11時～14時 ハローワーク石見大田

問サポステ浜田（☎0855 ‐ 22 ‐ 6830）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

₈日㈮　19時～21時 大田商工会議所

問大田はぴこ会事務局（☎080 ‐ 2940 ‐ 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

★夜間納付・相談窓口（市役所本庁税務課　20時まで）
市税・国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の納付
や相談を受け付けています。
₉月28日㈫、29日㈬、30日㈭
10月11日㈪、28日㈭、29日㈮

問税務課徴収係（☎0854 ‐ 83 ‐ 8026）

期限内に納付をお願いします
納期限および口座振替日 ₉月30日 11月１日
市　　県　　民　　税 － ₃期
国 民 健 康 保 険 料 ₃期 ₄期
後期高齢者医療保険料 ₃期 ₄期

税・保険料
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　７月10日夜、三瓶山西の原に咲く美しい黄色い花「ユ
ウスゲ」の観察会に多くの人が参加しました。
　この希少植物であるユウスゲは、「大田の自然を守る会」

（伊藤宏会長）の指導のもと、志学小学校の３年生以上
の児童が守り育てています。
　志学小学校は、平成９年からウスイロヒョウモンモド
キという珍しいチョウを守るため、チョウが好む「オミ
ナエシ」を植栽。しかし、平成22年以降、チョウは姿を
消してしまいました。子どもたちが「自然保護の気持ち
をもち続けたい」とユウスゲの植栽に取り組みはじめて
から10年。今では約6,500本のユウスゲが咲き渡ります。
　このほかに絶滅危惧種の植物「ヒロハノカワラサイコ

（池田小）」、「オキナグサ（北三瓶小）」、昆虫「ギフチョ
ウ（高山小）」、魚「ミナミアカヒレタビラ（久手小）」
などを小学生が大切に育て、大田の自然を守る会ととも
に大田の豊かで貴重な自然を守っています。
　また、子どもたちの中には、この活動に取り組んだこ
とから、環境を守る仕事や農業に就こうとする人も出て

きています。
　教育委員会では、このような取り組みが、さまざまな
環境を守る活動や観光、産業などにも結び付き、大田市
のさらなる魅力となるよう願っています。

　三瓶山を日本一のユウスゲ群生地にしようと１万
本を目指し、三瓶山周辺３校の小学生が合同で植
栽活動に取り組みます。ご協力をお願いします。
▽日時　10月12日㈫　９時30分～11時
　（小雨決行。中止は音声告知放送でお知らせ）
▽場所　三瓶山西の原
・参加費は無料です。
・汚れてもよい服装（長袖長ズボン、軍手、帽子など）

でご参加ください。
問学校教育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8179）

子どもたちと
「ユウスゲ」を植栽しませんか

三瓶山を
日本一のユウスゲ群生地に


